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相模湾・東京湾沿岸で記録されたヒゲクジラ亜目
（Mysticeti）について
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Daiki Katooka, Tadao Sakiyama, Hajime Isikawa, Tadasu K. Yamada, 
Yuko Tajima and Hajime Taru:

Review of sighting, stranding, and bycatch reports of baleen whales 
along the coast of Sagami Bay

緒　言

　日本沿岸の鯨類の記録は，国立科学博物館の「海棲哺
乳類ストランディングデータベース（online）」や，日本
鯨類研究所の「鯨研通信（online）」ならびに「鯨類の
ストランディング（座礁・漂着・漂流・迷入）・定置網
混獲―ストランディングした鯨について（online）」，下
関海洋アカデミー鯨類研究室の「ストランディングデー
タベース（online）」により確認することができる。また，
相模湾における鯨類の出現記録は古く，断片的なものま
で含めれば，1798 年にまで辿ることができる（山田・
磯貝 , 1992; 鴨川シーワールド , 1992; 中村ほか , 1994; 
樽 , 2006; 崎山ほか , 2011, 2019）。近年でも相模湾に
おける観察例は多く，中には国内で初めて漂着が記録さ
れた種もある（樽ほか , 2018; 田島 , 2019）。
　本報告では，相模湾とその奥に位置する東京湾で記録
された鯨類について，これまでの報告を集計するととも
に，新たな情報も加えて，同湾に出現する鯨類を調査す
る上での基礎資料とすることとした。今回はヒゲクジラ
亜目（Mysticeti）についてまとめた。

材料と方法

　相模湾と東京湾沿岸の鯨類の記録について，海棲

哺乳類ストランディングデータベース（国立科学博物
館 , online），鯨研通信（日本鯨類研究所 , 1988, 1990, 
1992, 1999），鯨類のストランディング（座礁・漂着・
漂流・迷入）・定置網混獲―ストランディングした鯨に
ついて（日本鯨類研究所 , online），下関鯨類研究室報
告のストランディングレコード（下関海洋アカデミー鯨
類研究室 , online; 石川ほか , 2013; 石川 , 2014, 2015b, 
2016b, 2017, 2018），山田・磯貝（1992），鴨川シー
ワールド（1992），中村ほか（1994），樽（2006），崎
山ほか（2011, 2019），樽ほか（2018），ならびに田島

（2019）の情報をもとに，未発表記録（著者が漁業関係
者から聞き取りによって収集した情報やメディア情報，
著者が漂着・漂流・混獲・迷入の現場へ赴き得た情報の
うち，上記のデータベースに含まれないもの）も加えま
とめた。調査捕鯨や商業捕鯨など上記以外の情報は含め
ていない。
　本報告では，海域の区分を瀬能・松浦（2007），佐藤

（2017）を参考に，静岡県（伊豆半島石廊崎より東側），
神奈川県，東京都（東京 23 区に面する海域と伊豆大島
より北側），千葉県（南房総市野島崎より西側）沿岸で
記録（漂着，漂流，混獲，迷入，目視：以下，記録と表
記）されたヒゲクジラ亜目を対象とした。この海域区分
は，行政区画の区分よりも，地形などを考慮した形で区
切られている。

Abstract. Sagami Bay and the adjacent Tokyo Bay in Japan have historically had many records of baleen 
whale sightings, strandings, and bycatch. However, those records are widely dispersed throughout various 
databases, reports, and papers. As part of an investigation on baleen whale distribution in the waters 
adjacent to Japan, we reviewed the records of baleen whales reported in Sagami Bay and Tokyo Bay 
between 1798 and 2019. From our search, 141 records of baleen whales were obtained, comprising 3 
families, 4 genera, and 9 species (Eubalaena japonica, Eschrichtius robustus, Balaenoptera acutorostrata, 
B. borealis, B. brydei, B. musculus, B. omurai, B. physalus, and Megaptera novaeangliae). In this review, 
we summarize the observation records of those whales for further research.
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各記録の定義は以下の通りである。
　・漂着：死体が海岸に流れ着いたもの。本報告では生
体が座礁した場合も含めた。
　・漂流：死体が海上を漂っているもの。
　・混獲：主に定置網などの漁具へ入り込んだもの。た
だし，漂流した死体が漁具に引っかかった場合は除く。
　・迷入：生体が港湾に迷い込んだもの。
　・目視：生体が海上を遊泳している姿を目視で確認し
たもの。

　記録が残っている 1798 年 6 月から 2019 年 5 月まで
の 221 年間に，相模湾と東京湾沿岸で記録されたヒゲ
クジラ亜目の記録を表 1 にまとめた。記録のルールは，
以下の通りである。
　1．分類は出典元に従った。
　2．本報告が新知見となる記録には事例番号に「*」を
記載した。
　3．日付と場所が近いものは同一個体を指している可
能性がある。検討の上，同一個体と考えられるものは，
同一記録として以下のように表 1 に記載した。
　・複数日観測された際は○月 / △日～●月 / ▲日と表
記した。
　・出典元で日付が異なっている際は，出典元の早い日
付を選択し，異なる日付は括弧内に記した。括弧内の日
付には「※」表記をし，その後に出典元の番号を記載した。
　・場所は詳細な地名が記されている記録を選択した。
住所の表記は出典元に従った。
　・体長の表記は出典元に従った。出典元で体長の記録
が異なる際は，出典元で多数あった体長を始めに記載し，
異なる体長は「/」で区切り，「※」表記をし，その後に
出典元の番号を記載した。
　・1 度に複数個体が記録され，なおかつ体長が複数で
記録がある場合は「，」で区切ってそれぞれ記載した。
　4．各記録に記載されていた備考などの情報は省略し
たため，詳細は出典元を参照のこと。
　また，各鯨種の相模湾と東京湾の発見時の状況を表 2，
3 にまとめた。漂流から漂着など 2 つの情報がある時は，
最初に記録された状況及び日付を記録として集計した。

結　果

　1798 年 6 月から 2019 年 5 月までに，相模湾では
126 例，東京湾では 15 例の計 141 例のヒゲクジラ亜目
の記録があった（表 1）。これらの内，記録された場所が
概ね特定できた 125 ヶ所を図 1–10 に記した（場所の特
定ができなかった記録は表 1 の住所に▲を記した）。相
模湾で記録されたのは，セミクジラ Eubalaena japonica 
7 例，コククジラ Eschrichtius robustus 6 例，ミンクク
ジラ Balaenoptera acutorostrata 75 例，イワシクジラ B. 
borealis 1 例，シロナガスクジラ B. musculus 1 例，ツノ

シマクジラ B. omurai 2 例，ナガスクジラ B. physalus 2
例，ザトウクジラ Megaptera novaeangliae 31 例の 8 種。
東京湾で記録されたのはコククジラ 2 例，ミンククジラ
2 例，イワシクジラ 3 例，ニタリクジラ B. brydei 3 例，
ナガスクジラ 3 例，ザトウクジラ 1 例の 6 種。両湾を合
わせると計 3 科 4 属 9 種のヒゲクジラ亜目が記録されて
いた（表 2，3）。
　相模湾の記録のうち，74.6 %（94 件）が定置網によ
る混獲であり，東京湾では混獲は 1 例もなかった。また，
141 例中 139 例は単独個体の記録であり，3 例は複数個
体の記録であった。
　相模湾内の記録を地域別で見ると，静岡県の伊豆半島
沿岸 26 例，神奈川県の真鶴半島から三浦半島沿岸 30 例，
千葉県の房総半島沿岸 53 例と房総半島が一番多い結果
となった（図 1–10）。

各種の記載

セミクジラ
Eubalaena japonica Lacepède, 1818

（図 1；表 1–3）

　セミクジラは国際自然保護連合（IUCN）レッドリス
トカテゴリーでは絶滅危惧種（Endangered）に選定さ
れている（IUCN, online）。生息域はオホーツク海とその
周辺，ベーリング海の東南部，アラスカ湾である（ベル
タ , 2015）。日本でも太平洋側の海域に生息する（IUCN, 
online）。
　本種の記録は相模湾 7 例，東京湾 0 例であった。記録
時期は 2–5 月（2 月 3 例，4 月 2 例，5 月 2 例）であった。
性別が確認されたのはメス 2 例，オス 1 例であった。
本種の成長データ（Ohdachi et al., 2015）から事例番号
5（表 1：以下，事例番号は全て表 1 に対応する）の記
録は成熟個体と考えられる。

コククジラ
Eschrichtius robustus Lilljeborg, 1861

（図 2；表 1–3）

　日本近海に来遊するコククジラ（西系群）は国際自然
保護連合（IUCN）レッドリストカテゴリーでは絶滅危惧
種（Endangered）に選定されている（IUCN, online）。生
息域は北太平洋の水深の浅い沿岸域である。個体群とし
ては北アメリカ沿岸に暮らす東部の東系群と，アジア東
部の沿岸に暮らす西部の西系群がいる（ベルタ , 2015）。
日本沿岸に生息する西系群に関しては吉田・村瀬（online）
によると 2007 年時の個体数の推定値は 121 頭であった。
　本種の記録は相模湾 6 例，東京湾 2 例，計 8 例であった。
記録時期は 1 月 2 例，4 月 4 例，2 月と 12 月にそれぞ
れ 1 例であった。性別が確認されたのはメス 2 例，オス
3 例であった。
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表 1． 相模湾・東京湾におけるヒゲクジラ亜目の記録一覧
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表 1（つづき）．  相模湾・東京湾におけるヒゲクジラ亜目の記録一覧
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図 1. 相 模 湾・ 東 京 湾 に お け る セ ミ ク ジ ラ Eubalaena 
japonica の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に
対応）．

図 2. 相 模 湾・ 東 京 湾 に お け る コ ク ク ジ ラ Eschrichtius 
robustus の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に
対応）．

図 3. 相模湾・東京湾におけるミンククジラ Balaenoptera 
acutorostrata の記録された場所（番号は表 1 の事例番
号に対応）．

図 4. 相模湾・東京湾におけるイワシクジラ Balaenoptera 
borealis の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に対
応）．
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ミンククジラ
Balaenoptera acutorostrata Lacépède, 1804

（図 3；表 1–3）

　ミンククジラは国際自然保護連合（IUCN）レッドリス
トカテゴリーでは低危惧種（Least concern）に選定され
ている（IUCN, online）。日本沿岸に生息するミンククジ
ラの個体群には主にオホーツク海，北西太平洋系群の O
系群と黄海，東シナ海，日本海系群の J 系群が存在する（石
川 , 2015a）。太平洋側の O 系群の 2003 年の個体数の推
定値は約 22,000 頭以上とされている（前田 , online）。
本種の記録は相模湾 75 例，東京湾 2 例，計 77 例で，9
種の中でも最も多く記録されていた。季節的には毎月記
録されているが，3 月（10 例）～ 4 月（14 例），11 月

（8 例）～ 12 月（10 例）の間で記録が多く， 8–10 月の
間はそれぞれ 2–3 例ずつであった。性別が確認されたの
はメス 28 例，オス 18 例であった。
　本種の成長データ（Ohdachi et al., 2015）から事例番
号 78 は成熟個体，77 例中 60 例は 6 m 未満のため未成
熟個体と考えられる。
　本種の J 系群の分布域は黄海，東シナ海，日本海のみ
ならず西日本の太平洋側にも分布し，太平洋側の三陸で
も確認されている（石川 , 2015a; Ohdachi et al., 2015）。
太平洋側の三陸海域では冬と 4–6 月に記録が多く，冬は
J 系群が，春から夏は O 系群が多くなると考えられてい
る（石川 , 2015a）。季節的な記録数の変動としては相模
湾も 11–12 月と，3–4 月が多くなるという三陸海域と同
じ二峰性の傾向を示した（図 11）。相模湾で記録される
本種は J 系群（Ohdachi et al., 2015）と考えられているが，
三陸海域と同じく本種の記録が二峰性の傾向を示すため， 
O 系群が季節により相模湾に来遊する可能性が考えられ
る。今後，遺伝的研究を行い，相模湾に来遊する本種の
系群を調べる必要があるであろう。

イワシクジラ
Balaenoptera borealis Lesson, 1828

（図 4；表 1–3）

　イワシクジラは国際自然保護連合（IUCN）レッドリス
トカテゴリーでは絶滅危惧種（Endangered）に選定され
ている（IUCN, online）。生息域は北インド洋を除く，全
ての大洋に生息し，夏は亜極圏や温帯，冬は亜熱帯で過
ごす（ベルタ , 2015）。北太平洋では夏に，ベーリング
海から日本，東部ではカリフォルニアからアラスカ湾ま
で生息し，冬は北緯 20˚ 辺りまで南下する（Ohdachi et 
al., 2015）。日本沿岸では北太平洋西部のイワシクジラ
の資源量は 2008 年の推定値は 5086 頭とされている（村
瀬 , online）。
　本種の記録は相模湾 1 例，東京湾 3 例，計 4 例であっ
た。記録時期は 5 月 1 例，10 月 2 例，11 月 1 例であっ
た。性別が確認されたのはメス 3 例であった。

　本種の成長データ（Ohdachi et al., 2015）から事例番
号 133 は成熟個体，事例番号 89 は離乳前の未成熟個体
と考えられる。
　 日 本 国 内 の 記 録 は 10 例（ 石 川 ほ か , 2013; 石 川 , 
2014, 2015b; 国立科学博物館 , online, 未発表 ; 日本鯨
類研究所 , online）であった。その内 4 例が相模湾と東
京湾であり，その他は九州，四国地方で 4 例，関西地
方 2 例である。本種は夏に相模湾以北の高緯度の亜寒帯
水域へ回遊するが（村瀬 , online），上記 10 例から太平
洋側での国内の記録は相模湾が最北端記録であり，日本
海側では記録がない。また，本種は外洋に生息するため

（Ohdachi et al., 2015），沿岸域での記録が少ないと考え
られる。

ニタリクジラ
Balaenoptera brydei Olsen, 1913

（図 5；表 1–3）

　ニタリクジラは国際自然保護連合（IUCN）レッドリス
トカテゴリーでは低危惧種（Least concern）に選定され
ている（IUCN, online）。生息域は世界中の北緯 40°か
ら南緯 40°の間の沿岸及び沖合に海域である（Ohdachi 
et al., 2015）。
　本種の記録は相模湾 0 例，東京湾 3 例であった。記録
時期は 5–7 月にそれぞれ 1 例ずつであった。性別が確認
されたのはメス 2 例，オス 1 例であった。
本種の成長データ（Ohdachi et al., 2015）から東京湾で
記録された事例番号 134–136 は全て成熟個体と考えら
れる。
　現在，本種の分類に関しては，研究者により様々な
意見があり， Society for marine mammalogy (online) で
は西部北太平洋群を B. edeni brydei，東シナ海系群を
B. edeni edeni とし，それぞれ亜種としている。一方，
Wada et al.（2003）は，西部北太平洋系群をニタリクジ
ラ B. brydei，東シナ海系群をカツオクジラ B. edeni の 2
種類に分類する説を提案している。本報告では Wada et 
al.（2003）に従った。

シロナガスクジラ
Balaenoptera musculus Linnaeus, 1758

（図 6；表 1–3）

　シロナガスクジラは国際自然保護連合（IUCN）レッド
リストカテゴリーでは絶滅危惧種（Endangered）に選定
されている（IUCN, online）。日本近海の太平洋側では外
洋に生息する（Ohdachi et al., 2015）。
　本種の記録は相模湾 1 例のみである。この記録を除
き，日本国内で 3 件（石川ほか , 2013; 国立科学博物館 , 
online）あるが，記録が古く本種と断定できるものでは
なかったため，国内で初めての漂着記録と考えられた（田
島 , 2019）。
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　本種の成長データ（Ohdachi et al., 2015）から事例番
号 90 は離乳前の未成熟個体と考えられる。

ツノシマクジラ
Balaenoptera omurai Wada, Ohishi 

& Yamada, 2003
（図 7；表 1–3）

　ツノシマクジラは国際自然保護連合（IUCN）レッドリ
ストカテゴリーでは情報不足種（Data deficient）に選定

されている（IUCN, online）。生息域はタイ，ベトナム，
マレーシア，フィリピン，アンダマン諸島，インドネシ
ア，オーストラリア大陸，ソロモン諸島，ココス諸島，
ニューカレドニア，イラン，スリランカ，エジプト，マ
ダガスカル，チャゴス諸島，モーリタリア，ブラジルで
ある（Cerchio et al., 2019）。
　本種の日本国内の記録は 6 例（石川ほか , 2013; 国立
科学博物館 , online）であるが，その内の 2 例が相模湾
内であった。発見時期は 5 月と 10 月であった。性別が

図 5. 相模湾・東京湾におけるニタリクジラ Balaenoptera 
brydei の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に対
応）．

図 6. 相 模 湾・ 東 京 湾 に お け る シ ロ ナ ガ ス ク ジ ラ 
Balaenoptera musculus の記録された場所（番号は表
1 の事例番号に対応）．

図 7. 相模湾・東京湾におけるツノシマクジラ Balaenoptera 
omurai の記録された場所 （番号は表 1 の種別事例番号
に対応）．

図 8. 相模湾・東京湾におけるナガスクジラ Balaenoptera 
physalus の記録された場所（番号は表 1 の事例番号に
対応）．
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図 9. 相 模 湾・ 東 京 湾 に お け る ザ ト ウ ク ジ ラ Megaptera 
novaeagliae の記録された場所（番号は表 1 の事例番号
に対応）．

図 10. 相 模 湾・ 東 京 湾 に お け る ヒ ゲ ク ジ ラ 亜 目 不 明 種
Mysticeti, indet. gen. & sp. の記録された場所（番号は表
1 の事例番号に対応）．

図 11. 相模湾・東京湾における混獲・迷入したヒゲクジラ亜目の月毎の記録数．

確認されたのはメス 1 例，オス 1 例であった。
　本種の成長データ（ベルタ , 2015）から事例番号 91，
92 は成熟個体と考えられる。

ナガスクジラ
Balaenoptera physalus Linnaeus, 1758

（図 8；表 1，2，3）

　ナガスクジラは国際自然保護連合（IUCN）レッドリス
トカテゴリーでは危急種（Vulnerable）に選定されてい
る（IUCN, online）。生息域は赤道海域を除く，両半球に
生息しており，外洋性である（加藤 , 2010）。
　本種の記録は相模湾 2 例，東京湾 3 例，計 5 例であっ

た。記録時期は 1 月と 6 月，11 月がそれぞれ 1 例ずつ，
7 月 2 例であった。性別が確認されたのはメス 1 例，オ
ス 2 例であった。
　本種の成長データ（加藤 , 1990）から事例番号 139
は成熟個体，事例番号 93，94 は離乳前の未成熟個体と
考えられる。

ザトウクジラ
Megaptera novaeangliae Borowski, 1781

（図 9；表 1–3）

　ザトウクジラは国際自然保護連合（IUCN）レッドリス
トカテゴリーでは低危惧種（Least concern）に選定され
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ている（IUCN, online）。生息域は世界中の大洋である。
北太平洋の資源量は 2007 年の推定値は 22,000 頭であっ
た（吉田・村瀬 , online）。
　本種の記録は相模湾 31 例，東京湾 1 例，計 32 例で
あった。季節的には毎月記録されており，ほとんどの月
が 1–2 例であったが，1 月（6 例），4 月（4 例），12 月（9
例）で多かった。性別が確認されたのはメス 9 例，オス
6 例であった。
　 本 種 の 成 長 デ ー タ（Lockyer, 1984; Ohdachi et al., 
2015）から相模湾の事例番号 116，117，140 は成熟個
体，事例番号 95，96，98，99，105，107–109，113，
120，121，123，125 の 13 例は離乳前の未成熟個体と
考えられる。
　石川（2016a）の報告では日本沿岸の本種の漂着お
よび混獲の記録は 12–4 月に多くなり，6–9 月で減少す
るとされ，相模湾と東京湾でも似たような傾向を示し
た（図 11）。また，本種は，夏は高緯度海域に餌を求め，
冬は繁殖のため低緯度海域を回遊する（Ohdachi et al., 
2015）。北太平洋の西側では冬の繁殖海域として、日本
の沖縄と小笠原が含まれる（内田 , 2001）。日本沿岸では，
未成熟個体が沿岸寄りに多く分布する。また，太平洋側
における移動経路が黒潮の影響を受けていることが考え
られている（石川 , 2016a）。相模湾における記録の大半
は幼齢の未成熟個体だが，これらはその年に生まれた個

体で，高緯度海域への移動する際に，相模湾に流れ込む
黒潮の分岐流に乗ったものと考えられる。

ヒゲクジラ亜目不明種
Mysticeti, indet. gen. & sp.

（図 10；表 1–3）

　ヒゲクジラ亜目不明種の記録は相模湾 1 例，東京湾 1
例，計 2 例であった。記録時期は 4 月と 11 月にそれぞ
れ 1 例ずつであった。

考　察

　1798 年 6 月から 2019 年 5 月の間に相模湾と東京湾
沿岸で記録されたヒゲクジラ亜目は，相模湾 3 科 4 属 8
種，東京湾 2 科 3 属 6 種で，両湾を合わせると 3 科 4
属 9 種が記録されていた（表 1–3）。粕谷（2011）によ
ると日本近海では，ヒゲクジラ亜目はホッキョククジラ
Balaena mysticetus ，セミクジラ，コククジラ，ミンク
クジラ，イワシクジラ，カツオクジラ，ニタリクジラ，
ツノシマクジラ，シロナガスクジラ，ナガスクジラ，ザ
トウクジラの 3 科 4 属 11 種が記録されている。中村ほ
か（1994）は，相模湾および東京湾から 4 種（セミク
ジラ，コククジラ，ミンククジラ，ザトウクジラ）のヒ
ゲクジラ類を記録している。今回の調査により，以降の

表 2. 相模湾のヒゲクジラ亜目の発見時の状況の記録数

表 3. 東京湾のヒゲクジラ亜目の発見時の状況の記録数
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25 年間で新たに 4 種（イワシクジラ，シロナガスクジ
ラ，ツノシマクジラ，ナガスクジラ）が記録された。こ
れを踏まえると，相模湾，東京湾では日本近海に記録さ
れているヒゲクジラ亜目の 11 種中の 9 種（約 81.8 %）
が記録されていることが明らかとなった。相模湾未記録
の 2 種のうち，ホッキョククジラについては，生息域が
北極圏からオホーツク海であり（ベルタ , 2015），日本
近海における記録は偶発的なものと思われ，今後相模湾
で記録される可能性は低い。一方，カツオクジラについ
ては，四国以南の沿岸及び黒潮流域を生息域にしており

（Ohdachi et al., 2015），黒潮の分岐流が流れる相模湾で
も今後記録される可能性がある。
　房総半島沿岸では，黒潮分岐流が差し込む位置に当た
るため，西日本から黒潮に乗って北上してきた鯨類が，
この場所で伊豆半島沿岸や鶴半島から三浦半島沿岸と比
べより多く記録されると考えられる。
　発見時の状況は混獲が一番多く，相模湾では 94 例で
あった（表 2，3）。東京湾で混獲の記録がないのは，東
京湾内での定置網の操業が行われていないためと考えら
れる（社団法人日本海難防止協会 , online）。混獲された
ヒゲクジラ類はミンククジラ（72 例）とザトウクジラ（15
例）が約 92.6 % を占めていた（図 2，3）。ミンククジラ
は沿岸や湾内で見られることが多く，ザトウクジラは採
餌と繁殖を沿岸海域で行う（ジャファソンほか , 1993）。
こういった生態が沿岸に設置される定置網に混獲されや
すい原因と考えられる。
　本報告では，相模湾と東京湾沿岸におけるヒゲクジラ
亜目の記録をまとめた。これまで全国の鯨類の記録に関
しては，国立科学博物館，日本鯨類研究所，下関海洋ア
カデミー鯨類研究室により蓄積されてきた。それらの
データや既存の報告を有効活用し，地域ごとに出現状況
を把握することで，それらの分布域の詳細や地域特性を
知ることができる。本報告は太平洋側の一部の海域でし
かないが，今後，他の海域や他の鯨類種に関しても出現
情報をまとめることで，今回の報告との比較検討を進め
て行きたい。
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